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〔
省

令
〕

〇
船
員
に
関
す
る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等

育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福

祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
国
土
交
通
三
八
）

J

〔
告

示
〕

〇
重
要
文
化
財
を
国
宝
に
指
定
す
る
件

（
文
部
科
学
九
四
、
九
五
）

P

〇
旧
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律

の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
物
件
を
重
要

文
化
財
に
指
定
す
る
件
並
び
に
旧
重
要
美

術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
の
規
定
に

よ
り
認
定
を
取
り
消
す
件
（
同
九
六
）

〇
有
形
文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る

件
（
同
九
七
〜
一
〇
三
）

〇
国
宝
に
有
形
文
化
財
を
追
加
し
て
国
宝
に

指
定
す
る
件
（
同
一
〇
四
）

J
J

〇
重
要
文
化
財
に
有
形
文
化
財
を
追
加
し
て

重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
件

（
同
一
〇
五
〜
一
〇
八
）

〇
国
宝
の
員
数
を
改
め
る
件
（
同
一
〇
九
）

J
L

〇
重
要
文
化
財
の
名
称
及
び
員
数
を
改
め
る

件
（
同
一
一
〇
）

〇
重
要
文
化
財
の
名
称
を
改
め
る
件

（
同
一
一
一
）

J
L

〇
有
形
文
化
財
を
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

す
る
件
（
同
一
一
二
）

J
M

〇
文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
件

（
同
一
一
三
）

〇
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
す
る

件
（
同
一
一
四
）

J
O

〇
子
の
養
育
又
は
家
族
の
介
護
を
行
い
、
又

は
行
う
こ
と
と
な
る
船
員
の
職
業
生
活
と

家
庭
生
活
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に

関
す
る
指
針
（
国
土
交
通
七
〇
三
）

J
P

〇
船
員
に
関
す
る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等

育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福

祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
第
一

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
運
輸
大
臣
が
定
め

る
日
数
を
定
め
た
件
を
廃
止
す
る
告
示

（
同
七
〇
四
）

K
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁税

理
士
懲
戒
処
分
関
係

K
I

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

K
J

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特

定
計
量
器
型
式
承
認
関
係

Q
L

地
方
公
共
団
体

公
債
抽
せ
ん
（
東
京
都
区
）、
行
旅
死
亡

人
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

会
社
そ
の
他

Q
M

会
社
決
算
公
告

Q
O

〇
国
土
交
通
省
令
第
三
十
八
号

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
法
第
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
項
、第
七
条
第
二
項
、

第
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
九
条
第
二
項
第
一
号
、
第
九
条
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
第
三
項
、
第
十
六
条
の
二

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
六
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
九
条
第
二
項
（
同
法
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
に
関
す

る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

原
口

一
博

船
員
に
関
す
る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
員
に
関
す
る
育
児
休
業
、介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則（
平

成
三
年
運
輸
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
四
号
中
「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
配
偶
者
」
と
い
う
」
を
「
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
配
偶
者
」
を
「
前
号
に
規
定

す
る
配
偶
者
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
事
情
に
よ
り
」
の
下
に
「
第
四
号
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。

七

法
第
五
条
第
一
項
の
申
出
に
係
る
子
が
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
、
二
週
間

以
上
の
期
間
に
わ
た
り
世
話
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

八

法
第
五
条
第
一
項
の
申
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ

て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
と
き
。

第
四
条
の
二
第
一
号
中
「
こ
の
条
及
び
第
五
条
第
一
項
第
八
号
に
お
い
て
」
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
記
載
し
た
育
児
休
業
申
出
書
を
」
を
削
り
、「
提
出
す
る
」
を
「
申
し
出
る
」
に
改
め
、
同
項
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

法
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
五
条
第
一
項
の
申
出
に
よ
り
子
の
一
歳

到
達
日
の
翌
日
以
後
の
日
に
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
申
出
に
係
る
育
児
休
業
開
始
予
定
日
と

さ
れ
た
日
が
当
該
船
員
の
配
偶
者
が
し
て
い
る
育
児
休
業
に
係
る
育
児
休
業
期
間
の
初
日
以
後
で
あ
る
事
実

第
五
条
第
三
項
中
「
書
面
で
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」に
、

「
第
十
一
号
ま
で
」
を
「
第
十
二
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
五
項
を

加
え
る
。

２

前
項
の
育
児
休
業
申
出
及
び
第
八
項
の
通
知
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
（
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲

げ
る
方
法
に
あ
っ
て
は
、
事
業
主
が
適
当
と
認
め
る
場
合
に
限
る
。）に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

書
面
を
提
出
す
る
方
法

二

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
書
面
を
送
信
す
る
方
法

三

電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
（
船
員
及
び
事
業
主
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書

面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
事
業
主
の
使
用
に
係
る
通
信
端
末
機
器
に
情
報
を

送
信
す
る
方
法
（
船
員
及
び
事
業
主
が
当
該
情
報
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
に
限
る
。）
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